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■政府消費と輸出が足かせに 

2015年 1～3月期の実質 GDP成長率は、前年同期比 
＋4.7％と、2014年 10～12月期（同＋5.0％）から減速し
た（右上図）。需要項目別の寄与度をみると、個人消費が 
＋2.7％ポイント（10～12 月期：＋2.8％ポイント）、政府
消費が＋0.1％ポイント（同＋0.4%ポイント）、総固定資本
形成が＋1.4％ポイント（同＋1.4％ポイント）、在庫調整が
＋0.0％ポイント（同＋0.4％ポイント）、輸出が▲0.1％ポ
イント（同▲1.2％ポイント）、輸入が＋0.5％ポイント（同
▲0.8％ポイント）、誤差が＋0.1％ポイント（同＋2.1％ポ
イント）であった。誤差や在庫の変動による影響が大きい

ものの、それを除けば政府消費の伸び鈍化や輸出の低迷持

続が成長を抑制している。 
1～3月期の輸出をみると、主要輸出先の中国、シンガポ

ール、タイなどの景気減速・低迷を受け、鉱物性燃料・同

製品（除く石油・ガス）（前年同期比▲18.3％）、動植物性
油脂・同製品（同▲13.6％）、電気機器・同部品（同▲12.8％）
などが大きく減少した。 
 
■インフレ率が再び上昇 
一方、景気の下支え役である個人消費も、足元で弱含み

が顕著になっている。2015年 4月の消費者信頼感指数（現
状）は、3年ぶりに好不調の境目である 100ポイントを下
回ったほか（右中央図）、自動車販売台数も前年割れが続い

ている。 
この背景としてインフレ率の高まりを指摘できる。イン

フレ率は、2015年 1月に燃料補助金を撤廃して以降、2月
にかけては国際原油価格の下落を受け大きく低下していた

ものの、ドル高ルピア安の進行による輸入物価の上昇など

を背景に、3月に＋6.4％、4月に＋6.8％となった（右下図）。
とりわけ、燃料価格の上昇が物価全体を押し上げた。 
 先行きを展望すると、インフラ整備向け予算の執行など

による総固定資本形成の拡大がけん引役となり、景気は持

ち直しに転じると予想される。もっとも、年後半には米国

の利上げが想定されており、急速にドル高ルピア安が進行

すればインフレ圧力の一段の高まりから個人消費が腰折れ

するリスクもある。実際、足元で消費者信頼感指数（先行

き）は大きく低下している。ジョコ政権は、痛みを伴う改

革の着実な実行と、足元の景気回復の両立という難しいか

じ取りを求められている。 
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（注）消費者信頼感指数は100以上で消費に積極的、100未満

で消極的であることを表す。

（出所）インドネシア中央銀行を基に日本総研作成
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（出所）CEIC、プルタミナ、中央統計局を基に日本総研作成
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